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レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
肖
像
画
　
―
そ
の
物
語
性
に
つ
い
て
―
兼
重
護
　
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
絵
画
芸
術
の
本
質
が
、
彼
の
歴
史
画
（
物
語
画
）
に
お
い
て
最
も
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
従
っ
て
彼
の
絵
画
芸
術
を
論
ず
る
時
、
多
く
の
場
合
、
彼
の
歴
史
画
が
そ
の
対
象
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
い
わ
ゆ
る
歴
史
画
と
み
な
さ
れ
る
作
品
数
は
、
油
彩
画
約
一
六
〇
点
、
エ
ヅ
チ
ン
グ
約
八
○
点
で
あ
る
。
一
方
、
肖
像
画
と
し
て
分
類
さ
れ
得
る
油
彩
画
数
（
自
画
像
、
　
集
団
肖
像
画
、
　
人
物
習
作
も
含
む
）
は
、
約
三
八
○
点
で
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
現
存
油
彩
画
総
数
の
お
よ
そ
三
分
の
二
を
占
め
、
エ
ッ
チ
ン
グ
は
九
〇
満
点
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
油
彩
作
品
で
は
、
人
物
画
H
肖
像
画
が
量
的
に
圧
倒
的
に
多
い
。
　
こ
れ
ら
肖
像
画
的
人
物
画
を
内
容
的
に
検
討
し
て
み
る
と
、
明
ら
か
に
注
文
に
よ
る
肖
像
画
で
人
物
の
確
定
で
き
る
も
の
（
四
四
点
）
、
確
定
で
き
な
い
も
の
（
一
六
四
点
）
、
二
人
像
（
六
点
）
、
集
団
肖
像
画
（
四
点
）
、
そ
れ
と
注
文
に
よ
る
と
は
思
え
な
い
人
物
習
作
（
三
二
点
）
、
家
族
の
像
（
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
四
点
）
、
自
画
像
（
六
〇
点
）
と
い
う
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
中
で
、
注
文
に
よ
り
描
か
れ
た
二
〇
〇
余
点
が
い
わ
ゆ
る
通
常
の
意
味
で
の
肖
像
画
と
み
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
　
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
自
身
は
、
画
家
と
し
て
の
出
発
当
初
か
ら
最
後
ま
で
、
自
律
の
画
業
の
中
心
を
歴
史
画
に
据
え
、
そ
れ
を
お
し
通
し
た
。
し
か
し
、
被
が
画
家
と
し
て
世
間
的
な
名
声
を
得
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
も
、
ま
た
そ
の
名
声
を
保
持
し
続
け
た
の
も
、
彼
の
肖
像
画
制
作
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
。
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
注
文
に
よ
る
肖
像
画
の
最
も
初
期
の
も
の
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
1
）
一
六
三
一
年
の
『
ニ
コ
ラ
ー
ス
・
ル
ッ
ツ
像
』
　
（
じ
d
同
●
置
α
）
で
あ
る
。
　
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
一
六
三
二
年
に
は
注
文
肖
像
画
の
数
は
爆
発
的
に
増
大
し
、
三
三
、
三
四
年
と
そ
れ
は
続
く
。
三
六
年
か
ら
、
数
的
に
は
次
第
に
減
少
す
る
が
、
そ
れ
で
も
最
晩
年
に
至
る
ま
で
年
に
数
点
つ
つ
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
描
き
続
け
て
い
る
。
　
さ
て
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
時
代
の
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
は
、
　
「
黄
金
時
代
」
と
称
さ
れ
る
に
相
応
し
く
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
は
異
な
っ
た
性
格
の
絵
画
分
野
を
発
展
さ
せ
た
。
風
景
画
、
風
俗
画
、
静
物
画
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
二
種
を
専
門
と
す
る
多
く
の
優
れ
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
た
ち
が
い
た
。
こ
の
よ
う
な
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
の
全
体
的
情
況
の
中
で
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
が
自
身
の
芸
術
の
中
心
的
課
題
と
み
な
し
て
い
た
歴
史
画
は
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
む
し
ろ
例
外
的
な
分
野
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
で
は
肖
像
画
は
ど
う
か
。
こ
れ
は
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
同
じ
く
、
い
や
そ
れ
以
上
に
オ
ラ
ン
ダ
で
も
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
宮
廷
サ
ー
ク
ル
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
肖
像
画
（
兼
重
）
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
四
号
三
四
が
肖
像
注
文
の
大
部
分
を
占
め
る
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
と
は
違
っ
て
、
　
オ
ラ
ン
ダ
で
は
市
民
た
ち
が
家
族
の
肖
像
（
壁
a
ζ
℃
魯
邑
け
）
を
所
有
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
、
注
文
数
は
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
。
他
方
、
ギ
ル
ド
・
ハ
ウ
ス
や
慈
善
団
体
の
建
物
な
ど
、
公
的
な
場
所
の
た
め
の
「
集
団
肖
像
画
」
　
（
σ
q
δ
二
℃
一
℃
o
簿
量
旨
）
と
い
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
独
特
の
肖
像
画
形
式
も
生
み
出
さ
れ
た
。
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
こ
の
よ
う
な
オ
ラ
ン
ダ
肖
像
画
の
形
成
に
大
い
に
関
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
本
稿
は
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
肖
像
画
に
つ
い
て
の
一
考
察
で
あ
る
が
、
こ
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
理
由
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
絵
画
と
い
う
時
に
は
大
抵
の
場
合
物
語
画
で
あ
り
、
肖
像
画
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
自
画
像
や
集
団
肖
像
画
に
集
中
さ
れ
る
よ
う
で
、
数
の
上
で
ほ
圧
倒
的
に
多
い
い
わ
ゆ
る
注
文
肖
像
画
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
な
い
よ
う
に
思
え
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
と
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
若
い
時
期
に
特
に
肖
像
画
家
と
し
て
爆
発
的
人
気
を
得
た
の
は
何
故
だ
っ
た
の
だ
ろ
ヶ
か
、
と
い
う
こ
と
も
日
頃
考
え
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
折
に
興
味
あ
る
論
文
に
出
会
っ
た
。
一
九
八
二
年
刊
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
R
・
ス
ミ
ス
著
『
結
婚
生
活
の
マ
ス
タ
ー
一
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
の
結
婚
肖
像
画
』
が
そ
れ
で
あ
（
2
）
る
。
本
書
に
お
け
る
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
肖
像
画
に
関
す
る
記
述
は
、
彼
の
二
人
肖
像
画
（
匹
。
二
三
①
壱
霞
欝
富
）
と
対
肖
像
画
（
窓
貯
壱
。
H
卍
巴
け
）
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
興
味
あ
る
考
察
が
な
さ
れ
て
お
り
、
大
い
に
示
唆
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
も
、
ス
ミ
ス
の
論
に
喚
起
さ
れ
つ
つ
、
自
分
な
り
に
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
肖
像
画
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
に
至
っ
（
3
）
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
　
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
肖
像
画
を
考
察
す
る
に
当
っ
て
、
本
稿
で
は
、
具
体
的
に
は
、
彼
の
肖
像
画
と
伝
統
的
肖
像
画
と
の
関
係
、
彼
の
肖
像
画
と
同
時
代
の
オ
ラ
ン
ダ
肖
像
画
と
の
関
係
、
そ
し
て
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
肖
縁
画
の
独
自
性
、
つ
ま
り
彼
の
肖
像
画
に
お
け
る
物
語
的
要
素
と
い
う
こ
と
に
視
点
が
絞
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
オ
ラ
ン
ダ
肖
像
画
の
一
般
的
特
色
は
、
宮
廷
を
中
心
と
す
る
他
の
諸
国
の
肖
像
画
が
、
実
物
よ
り
良
く
見
せ
る
、
威
厳
、
高
貴
の
表
現
を
重
視
す
る
、
女
性
な
ら
ば
優
雅
に
表
現
す
る
、
と
い
っ
た
こ
と
に
そ
の
特
色
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
良
く
似
て
い
る
こ
と
、
身
ぎ
れ
い
な
オ
ラ
ン
ダ
市
民
に
相
応
し
く
表
わ
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
少
し
ば
か
り
そ
の
人
の
社
会
的
地
位
を
ほ
の
め
か
す
、
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
率
直
に
、
飾
り
気
な
く
、
そ
の
人
物
に
良
く
似
せ
て
描
く
こ
と
で
あ
っ
た
。　
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
も
三
〇
年
代
初
期
の
大
量
の
注
文
肖
像
画
は
こ
の
線
に
沿
っ
て
描
い
て
い
る
。
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
顔
や
衣
裳
の
表
現
、
そ
れ
は
他
の
画
家
た
ち
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
も
の
で
、
そ
れ
が
彼
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
最
大
の
人
気
肖
像
画
家
と
し
て
の
栄
誉
を
与
え
た
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
三
〇
年
代
ま
で
で
、
四
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
彼
は
、
人
物
の
外
観
だ
け
で
は
な
く
て
、
そ
の
内
的
生
命
、
そ
の
精
神
的
存
在
を
表
現
す
る
こ
と
の
方
へ
次
第
に
重
点
を
移
し
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
平
均
的
肖
像
画
を
期
待
す
る
パ
ト
ロ
ン
は
注
文
を
躊
躇
い
、
あ
る
程
度
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
自
由
な
表
現
を
許
容
す
る
バ
ト
ロ
ソ
の
み
が
彼
の
注
文
主
と
な
る
に
至
っ
た
。
　
と
こ
ろ
で
、
三
〇
年
代
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
肖
像
画
全
て
が
右
に
述
べ
た
よ
う
な
平
均
的
肖
像
画
ば
か
り
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
◎
伝
統
的
に
作
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
肖
像
画
の
定
型
を
突
き
破
ろ
う
と
す
る
試
み
、
よ
り
活
気
あ
る
肖
像
画
創
作
へ
の
努
力
の
跡
が
み
ら
れ
る
作
品
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
試
み
は
、
単
独
像
よ
り
も
、
対
肖
像
画
や
二
人
肖
像
画
に
お
い
て
最
も
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
Q
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
ま
ず
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
初
期
に
お
け
る
対
肖
像
画
と
二
人
肖
像
画
を
中
心
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
　
プ
レ
デ
イ
ウ
ス
の
カ
タ
ロ
グ
に
よ
る
と
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
対
肖
像
画
は
二
八
組
、
二
人
肖
像
画
は
六
点
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
対
肖
像
画
、
二
人
肖
像
画
と
も
に
、
大
部
分
ば
夫
婦
の
像
で
あ
る
が
、
中
に
は
友
人
同
志
、
親
子
、
あ
る
い
は
同
定
さ
れ
な
い
も
の
も
若
干
含
ま
れ
る
。
対
肖
像
画
や
二
人
肖
像
画
の
形
式
は
、
オ
ラ
ン
ダ
で
も
す
で
に
定
着
し
て
お
り
、
古
く
は
マ
ー
ル
テ
ソ
・
フ
ァ
ン
・
へ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
、
近
く
は
フ
ラ
ン
ス
・
ハ
ル
ス
、
ニ
コ
ラ
ー
ス
・
エ
リ
ア
ス
、
ト
ー
マ
ス
・
デ
・
ヶ
イ
ゼ
ル
な
ど
に
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
っ
て
、
優
れ
た
作
品
が
生
み
出
さ
れ
て
い
た
。
　
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
対
肖
像
画
の
最
も
初
期
の
も
の
の
ひ
と
つ
に
『
マ
ウ
リ
　
　
　
　
　
　
　
（
図
2
）
ッ
ツ
・
ハ
イ
ヘ
ン
ス
像
』
　
（
切
さ
H
①
ご
一
①
。
。
N
）
と
　
『
画
家
ヤ
ー
コ
プ
・
　
　
　
　
　
　
　
（
図
3
）
デ
・
ヘ
イ
ン
三
世
像
』
　
（
じ
u
さ
H
①
曽
H
①
。
。
b
。
）
が
あ
る
。
　
現
在
は
、
ハ
ン
ゾ
ル
グ
と
ロ
ン
ド
ン
に
そ
れ
ぞ
れ
遠
く
離
れ
て
い
る
が
、
こ
の
二
点
が
一
七
六
四
年
ま
で
、
対
肖
像
画
と
し
て
ユ
ト
レ
ヒ
ト
に
あ
っ
た
こ
と
は
記
録
上
か
ら
　
　
　
　
（
5
）
確
認
さ
れ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
対
肖
像
画
は
、
夫
婦
で
も
親
子
で
も
な
い
友
人
同
志
の
肖
像
画
、
い
わ
ゆ
る
友
情
肖
像
画
（
｛
ユ
Φ
巳
ω
ぼ
℃
℃
。
旨
聾
）
で
あ
る
。
　
こ
の
友
情
肖
像
画
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
さ
か
ん
に
描
か
れ
　
（
6
）
て
い
た
。
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
は
、
古
典
古
代
と
同
様
、
友
情
が
最
高
の
人
間
関
係
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
、
友
情
に
よ
る
つ
な
が
り
を
、
今
日
我
々
が
そ
の
言
葉
で
意
味
す
る
よ
り
も
っ
と
高
遠
な
厳
し
い
も
の
と
考
え
て
い
た
。
ま
さ
に
そ
の
理
由
，
か
ら
、
・
真
の
友
情
関
係
に
は
滅
多
に
到
達
し
得
な
い
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
肖
像
画
（
兼
重
）
し
、
一
対
一
以
外
の
関
係
は
あ
り
得
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
関
係
の
二
人
は
、
性
格
、
気
質
、
徳
に
お
い
て
基
本
的
に
似
て
い
る
べ
き
で
あ
る
、
と
も
考
え
ら
れ
た
。
二
人
の
魂
の
融
合
1
そ
れ
は
排
他
性
に
も
つ
な
が
る
一
の
表
現
の
故
に
、
イ
タ
リ
ア
の
友
情
肖
像
画
は
、
私
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
で
親
密
な
ム
ー
ド
を
も
っ
て
描
か
れ
た
。
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
イ
タ
リ
ア
の
伝
統
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
マ
ウ
リ
ッ
ツ
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
て
描
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
こ
れ
を
描
く
に
当
っ
て
、
未
だ
友
情
肖
像
画
の
本
質
を
理
解
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
単
独
肖
像
画
を
描
い
た
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
つ
ま
り
、
二
人
の
間
の
魂
の
交
流
を
暗
示
す
る
何
の
工
夫
（
物
語
的
要
素
）
も
み
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
単
に
形
式
の
み
を
利
用
し
た
、
と
い
う
段
階
に
止
っ
て
い
る
。
ま
た
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
こ
の
対
肖
像
画
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
友
情
肖
像
画
の
稀
な
る
例
で
、
概
し
て
オ
ラ
ン
ダ
で
は
こ
の
種
肖
縁
画
は
発
展
し
な
か
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
対
肖
像
画
や
二
人
肖
像
画
の
形
式
は
、
夫
婦
像
即
ち
結
婚
と
い
う
も
の
の
イ
メ
ー
ジ
の
表
現
と
し
て
主
と
し
て
発
展
す
る
。
他
方
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
一
六
世
紀
以
来
、
友
情
肖
像
画
の
方
が
重
要
性
を
保
持
し
続
け
る
。
　
こ
の
南
と
北
の
相
違
は
何
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
肖
像
画
と
い
う
も
の
は
、
一
見
私
的
な
も
の
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
本
質
的
に
は
極
め
て
公
的
な
性
格
を
有
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
肖
像
画
は
、
そ
の
像
主
の
対
社
会
的
な
側
面
を
（
画
家
も
像
主
自
身
も
）
最
も
強
く
意
識
し
て
描
か
れ
る
。
イ
タ
リ
ア
で
は
宮
廷
が
社
会
生
活
の
中
心
で
あ
り
、
そ
の
社
会
で
は
結
婚
関
係
よ
り
友
情
関
係
の
方
を
重
視
し
た
。
他
方
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
家
族
や
家
庭
が
社
会
生
活
に
お
け
る
基
本
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
相
違
が
、
対
肖
像
画
や
二
人
肖
像
画
に
お
け
る
内
容
の
相
違
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
三
五
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
鑑
告
　
第
三
四
号
　
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
初
期
の
夫
婦
対
肖
像
画
の
ひ
と
つ
に
、
ウ
ィ
ー
ン
に
あ
　
　
　
　
　
（
図
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
5
）
る
『
座
せ
る
男
の
像
』
　
（
U
d
戸
H
①
ω
）
と
『
女
の
像
』
　
（
し
u
さ
ω
ω
N
）
　
が
あ
る
。
黒
っ
ぽ
い
服
で
正
装
し
、
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
バ
ヅ
ク
に
対
し
て
膝
か
ら
上
四
分
の
三
正
面
向
き
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
形
式
は
、
こ
の
種
オ
ラ
ン
ダ
肖
像
画
の
基
本
的
類
型
を
示
す
も
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
・
　
ハ
ル
ス
や
ニ
コ
ラ
ー
ス
・
エ
リ
ア
ス
に
そ
の
先
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
男
の
姿
勢
は
、
我
々
盲
者
に
顔
と
視
線
を
向
け
、
右
手
を
女
（
妻
）
の
方
に
差
し
出
す
よ
う
に
し
て
、
積
極
的
に
我
々
に
妻
を
紹
介
し
て
い
る
。
妻
は
、
安
定
し
た
静
か
な
姿
勢
で
夫
の
方
に
視
線
を
向
け
て
い
る
。
男
の
積
極
性
、
女
の
安
定
性
と
い
う
こ
の
図
式
は
、
他
の
画
家
に
よ
る
対
肖
像
画
に
も
多
く
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
の
夫
婦
の
イ
メ
ー
ジ
の
一
般
的
傾
向
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
表
現
に
お
い
て
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
こ
の
作
品
は
他
と
異
な
っ
て
い
る
。
表
情
に
は
活
気
が
あ
り
、
身
振
り
は
よ
り
明
確
で
あ
る
。
顔
と
手
に
最
も
強
い
光
を
当
て
る
照
明
法
に
よ
っ
て
、
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
、
人
物
は
今
に
も
動
き
出
す
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
者
へ
の
働
き
か
け
の
効
果
は
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
独
自
め
工
夫
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
夫
は
我
々
を
み
つ
め
、
手
は
妻
の
方
に
差
し
出
し
、
我
々
・
に
紹
介
し
て
い
る
。
妻
の
視
線
は
夫
に
向
き
、
我
々
は
夫
の
手
の
動
作
に
よ
り
妻
の
方
を
注
視
す
る
。
つ
ま
り
、
夫
↓
観
者
↓
妻
↓
夫
と
い
う
関
係
が
成
立
す
る
。
夫
婦
の
親
密
性
（
私
的
）
と
対
社
会
（
公
的
1
1
観
者
）
と
い
う
両
側
面
を
巧
み
に
表
現
し
得
た
と
言
え
る
。
慣
習
的
な
形
式
を
用
い
な
が
ら
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
、
結
婚
関
係
の
私
的
側
面
と
公
的
側
面
を
み
ご
と
に
表
現
し
た
。
　
慣
習
的
と
い
う
点
で
は
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
一
六
三
四
年
の
全
身
像
に
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
6
）
る
対
肖
像
画
『
マ
ー
ル
テ
ン
・
ソ
ー
ル
マ
ン
ス
像
』
（
し
d
さ
H
㊤
Φ
）
と
『
妻
オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
　
　
　
　
　
　
（
図
7
）
1
ペ
ン
・
コ
ッ
ピ
ト
像
』
（
u
ご
さ
Q
。
合
）
は
、
そ
の
典
型
的
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
作
品
は
、
公
的
社
会
を
意
識
し
た
、
つ
ま
り
儀
礼
的
な
装
い
を
し
た
夫
婦
が
、
最
も
正
統
的
な
形
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
宮
廷
的
肖
像
画
の
形
式
が
、
本
来
私
的
で
あ
る
夫
婦
の
肖
像
画
に
転
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
全
身
立
像
の
こ
の
タ
イ
プ
は
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
以
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
そ
の
伝
統
が
あ
っ
た
。
　
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
対
肖
像
画
の
場
合
、
こ
の
よ
う
に
伝
統
的
な
形
式
を
用
い
た
作
品
が
大
部
分
で
あ
る
。
特
に
若
い
時
期
、
三
〇
年
代
の
作
品
は
全
て
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
累
年
と
斎
主
（
注
文
主
）
と
い
う
関
係
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
肖
像
画
の
も
つ
性
格
上
、
必
然
的
に
そ
う
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
画
家
が
革
新
的
な
試
み
を
し
ょ
う
と
し
て
も
、
像
主
の
同
意
が
な
け
れ
ば
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
評
者
と
像
主
と
が
一
．
致
し
た
稀
な
る
機
会
に
独
創
的
な
肖
像
画
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
晩
年
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
が
、
彼
の
自
由
な
発
想
に
よ
っ
て
描
く
こ
と
を
許
し
て
く
れ
た
像
主
の
み
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
時
、
彼
独
自
の
対
肖
像
画
を
創
造
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
対
肖
像
画
に
比
べ
て
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
二
人
肖
像
画
に
お
い
て
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
彼
独
自
の
創
造
力
を
発
揮
し
得
た
よ
う
に
み
え
る
。
ポ
ス
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
8
）
ソ
に
あ
る
『
流
行
の
衣
裳
を
つ
け
た
男
女
の
像
』
（
し
d
さ
心
O
α
）
は
、
一
六
三
三
年
の
年
記
の
あ
る
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
二
人
肖
像
画
の
最
初
の
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
立
つ
お
よ
そ
一
年
前
に
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
す
で
に
『
ト
ウ
ル
プ
博
士
の
解
剖
学
講
義
』
（
じ
d
目
●
お
Q
。
）
に
お
い
て
、
集
団
肖
像
画
形
式
に
対
す
る
革
新
的
な
試
み
を
な
し
、
成
功
を
得
て
い
た
。
彼
の
こ
の
成
功
は
、
多
分
に
歴
史
画
家
と
し
て
の
彼
の
才
能
に
負
う
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
場
合
、
す
で
に
最
初
か
ら
「
解
剖
学
講
義
」
と
い
う
物
語
的
要
素
が
あ
り
、
そ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
活
気
あ
る
バ
ロ
ッ
ク
的
集
団
肖
像
画
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
、
今
回
は
、
よ
り
制
約
の
あ
る
し
か
も
伝
統
的
形
式
の
定
着
し
た
、
夫
婦
の
二
人
肖
像
画
に
お
い
て
、
そ
の
慣
習
的
肖
像
画
の
壁
を
打
ち
破
る
試
み
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
蝋
般
に
、
二
人
肖
像
画
や
集
団
肖
像
画
の
問
題
と
し
て
、
次
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
二
人
或
い
は
そ
れ
以
上
の
人
物
を
、
個
々
の
学
徳
の
完
全
な
肖
像
性
を
保
ち
つ
つ
、
心
理
的
に
も
形
体
的
に
も
統
一
的
に
関
係
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
　
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
歴
史
画
（
物
語
画
）
で
あ
れ
ば
、
主
題
そ
の
も
の
が
多
く
の
人
物
を
関
係
づ
け
る
契
機
と
な
る
が
、
肖
像
画
に
あ
っ
て
は
個
々
人
が
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
、
人
物
の
動
作
は
で
き
る
限
り
抑
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
さ
て
、
ボ
ス
ト
ン
の
二
人
肖
像
画
制
作
に
お
け
る
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
に
と
っ
て
の
問
題
点
を
結
論
的
に
述
べ
て
お
く
と
、
伝
統
的
な
肖
像
画
形
式
の
枠
内
に
お
い
て
、
肖
像
画
が
宿
命
的
に
有
す
る
ぴ
同
8
1
巴
芽
（
儀
礼
性
1
1
対
社
会
に
向
け
て
の
姿
）
と
ぎ
8
「
日
p
澤
団
（
非
儀
礼
性
1
1
夫
婦
相
互
の
親
密
性
、
家
庭
的
な
姿
）
を
ど
の
よ
う
に
調
整
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
と
活
気
あ
る
絵
画
的
表
現
を
い
か
に
解
決
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
そ
れ
で
は
、
こ
の
二
人
肖
像
画
を
観
察
し
て
み
よ
う
。
男
は
画
面
や
や
左
下
で
正
面
向
き
に
立
ち
、
観
者
を
み
つ
め
て
い
る
。
女
は
右
手
前
で
椅
子
に
座
り
、
四
分
の
三
正
面
、
視
線
は
あ
ら
ぬ
方
に
向
い
て
い
る
。
そ
し
て
彼
女
は
、
肘
か
け
に
右
手
を
つ
き
、
立
ち
上
ろ
う
と
す
る
動
作
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
男
は
真
直
ぐ
に
我
々
を
み
つ
め
、
身
振
り
も
儀
礼
的
で
、
明
ら
か
に
表
向
き
（
対
社
会
的
）
の
姿
を
み
せ
て
い
る
し
、
ま
た
彼
の
背
後
の
壁
に
掛
け
ら
れ
た
地
図
は
、
彼
の
外
の
世
界
で
の
活
動
を
暗
示
す
る
（
一
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
の
室
内
肖
像
画
に
は
、
地
図
や
風
景
画
が
し
ぼ
し
ぼ
描
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
大
抵
の
場
合
、
外
の
世
界
を
暗
示
す
る
）
。
女
の
方
も
、
眼
を
そ
む
け
、
か
す
か
な
立
ち
上
ろ
う
と
す
る
動
き
は
あ
る
に
せ
よ
、
や
は
り
取
り
澄
し
た
気
配
が
支
配
的
で
あ
る
。
以
上
は
、
こ
の
二
人
像
か
ら
観
察
で
き
る
儀
礼
性
（
｛
自
ヨ
農
な
）
の
部
分
で
あ
る
。
　
そ
れ
で
は
、
二
人
の
間
の
親
密
性
或
い
は
家
庭
的
な
姿
（
ぎ
玄
同
B
巴
ξ
）
は
ど
こ
に
み
ら
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
二
人
が
外
出
着
に
正
装
し
、
男
の
背
後
に
は
風
口
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
女
の
方
は
立
ち
上
ろ
う
と
す
る
気
配
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
か
ら
、
二
人
が
こ
れ
か
ら
外
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
ら
し
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
二
人
は
散
歩
に
出
か
け
る
準
備
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
散
歩
の
準
備
と
い
う
テ
ー
マ
、
そ
れ
は
二
人
だ
け
の
親
密
な
楽
し
み
の
暗
示
で
あ
り
、
ま
た
像
主
の
郊
外
の
地
所
の
所
有
の
暗
示
で
も
あ
る
。
田
舎
を
散
歩
中
の
二
人
像
も
し
ば
し
ば
描
か
れ
、
そ
れ
は
所
有
地
の
誇
示
と
風
景
の
中
の
二
人
と
い
う
く
つ
ろ
い
だ
設
定
に
お
い
て
、
二
人
の
親
密
性
を
も
表
わ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
　
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
、
こ
の
ボ
ス
ト
ン
の
二
人
肖
像
画
に
お
い
て
、
外
出
と
い
う
慣
習
的
な
テ
ー
マ
を
用
い
て
夫
婦
の
親
密
性
、
家
庭
的
な
（
私
的
な
）
側
面
を
表
わ
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
最
終
的
な
表
現
に
至
る
ま
で
に
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
が
種
々
の
試
み
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
科
学
的
な
調
査
の
結
果
判
明
し
た
。
ジ
ョ
ン
・
ウ
ォ
ル
シ
ュ
の
X
線
調
査
の
報
告
（
一
九
七
六
年
）
に
よ
る
と
、
夫
婦
の
間
に
男
の
子
が
い
た
。
そ
し
て
ウ
ォ
ル
シ
ュ
は
、
次
の
よ
う
な
観
察
と
解
釈
を
し
て
い
る
。
子
供
は
む
ち
を
も
っ
て
床
の
上
の
コ
マ
を
ま
わ
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
コ
マ
を
ま
わ
し
続
け
る
た
め
の
む
ち
打
ち
は
、
徳
の
あ
る
生
活
を
導
く
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
訓
練
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
　
こ
の
ウ
ォ
ル
シ
ュ
の
解
釈
に
対
し
て
、
ス
、
ミ
ス
は
、
X
線
写
真
の
左
下
隅
に
み
え
る
奇
妙
な
形
を
犬
と
み
て
、
し
か
も
子
供
の
視
線
が
そ
ち
ら
に
向
け
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
肖
像
画
（
兼
重
）
三
七
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
四
号
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
子
供
が
犬
を
む
ち
打
っ
て
い
る
、
と
み
る
。
そ
し
て
、
犬
は
情
欲
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
み
な
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
は
子
供
の
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
だ
ら
な
悪
徳
の
抑
制
を
意
味
す
る
、
と
解
釈
し
た
。
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
で
問
題
と
さ
る
べ
き
こ
と
は
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
が
こ
の
夫
婦
を
描
く
に
あ
た
っ
て
、
子
供
の
姿
と
そ
れ
へ
の
象
徴
的
な
意
味
の
付
加
に
よ
っ
て
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
と
物
語
性
を
導
入
し
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
終
的
に
は
現
在
の
よ
う
に
子
供
の
姿
を
除
い
た
。
何
故
か
。
こ
れ
は
偏
に
絵
画
的
表
現
効
果
の
観
点
か
ら
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
両
親
の
表
情
や
姿
勢
と
子
供
の
動
作
が
あ
ま
り
に
ち
ぐ
は
ぐ
で
不
自
然
に
み
え
た
。
確
か
に
、
一
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
に
は
、
家
族
の
肖
像
と
抽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
象
的
シ
ン
ボ
ル
を
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
作
例
は
多
く
見
出
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
家
族
関
係
や
子
供
を
育
て
る
こ
と
に
つ
い
て
の
複
雑
な
理
念
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
　
絵
画
的
効
果
が
著
し
く
犠
牲
に
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
そ
の
よ
う
な
慣
習
に
従
い
な
が
ら
、
自
然
な
印
象
を
与
え
る
家
族
肖
像
画
を
意
図
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
結
局
満
足
の
い
く
効
果
を
得
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
子
供
を
除
き
、
夫
婦
二
人
だ
け
の
像
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
　
こ
の
二
人
肖
像
画
は
、
　
確
か
に
儀
礼
的
（
公
的
）
と
い
う
印
象
は
強
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
散
歩
の
準
備
と
い
う
設
定
（
慣
習
的
）
と
夫
が
か
す
か
に
口
を
開
い
て
話
し
か
け
て
い
る
と
い
う
暗
示
に
よ
っ
て
、
一
応
は
親
密
な
雰
囲
気
を
出
し
て
い
る
。
し
か
し
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
に
と
っ
て
は
満
足
な
結
果
を
得
た
と
は
思
え
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
二
人
の
心
理
的
統
一
感
が
欠
如
し
て
い
る
。
そ
の
決
定
的
要
因
は
、
各
人
が
異
な
っ
た
時
間
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
夫
は
、
今
確
か
に
我
々
と
直
接
対
面
し
た
瞬
間
に
い
る
。
し
か
し
、
妻
は
、
視
線
を
我
々
か
ら
逸
ら
し
夢
想
に
ふ
け
る
流
動
的
三
八
な
時
間
の
中
に
い
る
。
こ
の
時
間
的
な
不
一
致
が
こ
の
絵
の
大
い
な
る
欠
点
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
　
統
一
的
時
間
の
重
要
性
に
気
付
い
た
レ
ソ
．
7
ラ
ン
ト
は
、
前
出
の
ウ
ィ
ー
ン
の
対
肖
像
画
や
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
の
タ
フ
ト
美
術
館
と
ニ
ュ
ー
，
・
ヨ
ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
に
別
々
に
あ
る
対
肖
像
画
（
じ
d
廿
H
鳶
℃
。
。
凸
）
に
お
い
て
、
夫
が
妻
を
紹
介
す
る
、
と
い
う
慣
習
的
形
式
を
用
い
て
生
々
と
し
た
肖
像
画
を
作
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
の
対
肖
像
画
の
女
の
像
は
、
ボ
ス
ト
ン
の
二
人
肖
像
画
の
女
と
殆
ん
ど
同
じ
ポ
ー
ズ
で
あ
る
が
、
視
線
は
夫
の
方
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
時
間
的
、
心
理
的
統
一
が
な
さ
れ
て
お
り
、
タ
フ
ト
揺
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
の
対
肖
像
画
で
は
、
バ
ロ
ッ
ク
好
み
の
大
胆
な
動
き
の
あ
る
ポ
ー
ズ
を
用
い
て
活
気
あ
る
肖
像
画
に
し
た
。
　
こ
の
よ
う
な
経
験
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
同
じ
年
の
＝
ご
三
六
年
に
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
二
人
肖
像
画
に
お
い
て
、
よ
り
親
密
な
（
私
的
な
）
夫
婦
関
係
の
表
出
さ
れ
た
肖
像
画
を
制
作
す
べ
く
試
み
た
。
　
『
造
船
家
と
そ
の
妻
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
1
0
）
ヤ
ン
・
レ
イ
ヅ
グ
セ
ン
と
妻
フ
リ
ー
ト
。
ヤ
ソ
ス
i
』
（
U
u
野
畑
O
Q
。
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
　
こ
れ
は
、
ボ
ス
ト
ン
の
絵
と
同
じ
く
、
家
庭
室
内
の
二
人
像
で
あ
る
が
、
ボ
ス
ト
ン
の
儀
礼
的
な
場
面
設
定
を
避
け
て
、
対
肖
像
画
で
み
た
よ
う
な
、
二
人
の
間
で
の
あ
る
行
為
の
瞬
間
に
お
け
る
姿
と
し
て
表
わ
し
た
。
　
つ
ま
り
、
仕
事
中
の
夫
に
急
い
で
手
紙
を
持
っ
て
来
た
妻
、
と
い
う
場
面
設
定
で
あ
る
。
何
気
な
い
日
常
生
活
の
ひ
と
コ
マ
と
し
て
描
か
れ
た
風
俗
画
と
も
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
ら
れ
か
ね
な
い
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
肖
像
画
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
一
人
が
手
紙
を
渡
す
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
を
も
っ
た
肖
像
画
の
タ
イ
プ
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
宮
廷
的
、
貴
族
的
肖
像
画
に
遡
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
好
例
は
、
ト
ー
マ
ス
・
デ
・
ヶ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
9
）
ゼ
ル
の
一
六
二
七
年
の
『
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
ヘ
ン
ス
像
』
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
恐
ら
く
像
主
で
あ
る
ハ
イ
ヘ
ン
ス
が
、
画
家
に
こ
の
タ
イ
プ
で
描
く
よ
う
に
指
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
◎
ル
ネ
サ
ン
ス
型
の
教
養
人
で
あ
る
ハ
イ
ヘ
ン
ス
が
、
イ
タ
リ
ア
旅
行
で
見
た
一
六
世
紀
の
こ
の
種
タ
イ
プ
の
肖
像
画
は
、
手
紙
を
渡
さ
れ
る
人
物
が
主
で
、
渡
す
人
物
は
従
、
つ
ま
り
主
従
の
関
係
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
個
人
の
優
越
感
の
強
調
、
こ
の
有
効
な
手
段
と
し
て
手
紙
を
渡
す
従
者
、
或
い
は
口
述
を
筆
記
す
る
秘
書
を
伴
っ
た
肖
像
画
タ
イ
プ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ケ
イ
ゼ
ル
の
ハ
イ
ヘ
ン
ス
像
は
、
イ
タ
リ
ア
の
タ
イ
プ
を
（
恐
ら
く
像
主
の
好
み
に
よ
っ
て
）
忠
実
に
反
映
し
て
い
る
。
ハ
イ
ヘ
ン
ス
の
周
り
に
は
、
彼
の
広
範
な
教
養
を
暗
示
す
る
事
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
、
筆
記
具
は
文
筆
家
と
し
て
の
、
地
球
儀
、
．
天
球
儀
は
科
学
者
と
し
て
の
、
楽
器
や
壁
の
絵
は
音
楽
や
美
術
の
愛
好
家
と
し
て
の
彼
を
そ
れ
ぞ
れ
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
と
ハ
イ
ヘ
ソ
ス
の
密
接
な
関
係
は
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
彼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
に
宛
て
た
七
通
の
手
紙
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
確
実
に
ケ
イ
ゼ
ル
の
こ
の
肖
像
画
を
知
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
こ
の
イ
タ
リ
ア
起
源
の
二
人
像
タ
イ
プ
を
夫
婦
の
肖
像
表
現
に
用
い
よ
う
と
し
た
。
　
ケ
イ
ゼ
ル
の
ハ
イ
ヘ
ソ
ス
像
は
、
場
面
設
定
と
し
て
は
私
的
（
個
人
の
書
斉
）
で
あ
る
が
、
像
主
自
身
は
十
分
に
対
社
会
を
意
識
し
て
自
分
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
よ
り
私
的
な
親
密
な
夫
婦
の
関
係
を
表
わ
す
こ
と
を
主
眼
に
し
た
。
類
似
的
な
テ
ー
マ
、
モ
テ
ィ
ー
フ
を
用
い
な
が
ら
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
が
そ
れ
ら
を
内
容
的
に
或
い
は
表
現
効
果
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
変
換
し
て
い
っ
た
か
を
ケ
イ
ゼ
ル
の
絵
と
比
較
し
な
が
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。
た
と
え
ば
、
コ
ン
パ
ス
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
ケ
イ
ゼ
ル
は
、
こ
れ
を
知
性
と
勉
学
を
連
想
さ
せ
る
も
の
と
し
て
描
い
て
い
る
。
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
、
単
に
職
業
上
の
必
要
物
、
道
具
と
し
て
、
極
め
て
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
意
味
に
お
い
て
描
い
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
喪
主
が
造
船
家
以
外
の
何
者
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
に
、
彼
が
学
者
或
い
は
理
想
的
紳
士
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
よ
う
な
事
物
は
一
切
描
い
て
い
な
い
。
　
そ
れ
で
は
「
手
紙
を
渡
す
」
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
は
ど
う
か
。
ハ
イ
ヘ
ソ
ス
は
従
者
か
ら
手
紙
を
受
け
取
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
態
度
は
、
今
ま
で
使
用
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
コ
ン
パ
ス
を
机
上
に
置
き
、
威
儀
を
整
え
、
余
裕
を
も
っ
て
ふ
り
返
っ
た
、
と
い
う
様
子
で
あ
る
。
つ
ま
り
儀
礼
的
、
主
人
と
し
て
の
威
厳
の
保
持
が
前
面
に
出
て
い
る
。
造
船
家
は
ど
う
か
。
妻
が
大
急
ぎ
で
入
っ
て
来
、
ド
ア
を
閉
め
る
の
も
も
ど
か
し
い
ほ
ど
に
急
い
で
手
紙
を
渡
そ
う
と
し
て
い
る
た
め
に
、
彼
は
今
ま
で
使
っ
て
い
た
コ
ン
パ
ス
を
置
く
い
と
ま
も
な
く
、
コ
ン
パ
ス
を
持
っ
た
ま
ま
の
手
を
差
し
出
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
妻
も
夫
も
第
三
者
（
公
的
、
社
会
的
）
の
眼
を
意
識
す
る
い
と
ま
も
な
い
。
こ
こ
に
夫
婦
の
間
だ
け
の
関
係
が
成
立
し
て
い
る
。
　
結
局
、
両
肖
像
画
の
基
本
的
な
相
違
は
、
ケ
イ
ゼ
ル
の
絵
で
は
、
ハ
イ
ヘ
ン
ス
一
人
に
集
中
す
る
た
め
に
手
紙
を
渡
す
人
物
や
他
の
事
物
が
あ
る
の
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
し
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
絵
で
は
、
夫
と
妻
の
親
密
な
関
係
の
表
現
の
た
め
一に
ｻ
れ
ら
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
手
紙
そ
の
も
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
三
聖
と
し
て
の
役
割
が
あ
る
。
事
実
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
、
最
も
初
期
の
肖
像
画
『
ニ
コ
　
　
　
　
　
（
図
1
）
ラ
ー
ス
・
ル
ッ
ツ
像
』
で
、
像
主
が
悪
者
に
向
け
て
手
紙
を
差
し
出
す
ジ
ェ
ス
チ
ュ
ア
に
よ
っ
て
導
者
に
語
り
か
け
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
　
『
造
船
家
夫
妻
像
』
で
は
、
手
紙
は
夫
妻
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
意
味
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
で
描
か
れ
て
い
る
妻
が
夫
に
手
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
肖
像
画
（
兼
重
）
三
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四
〇
紙
を
渡
す
動
作
は
、
親
密
な
夫
妻
の
間
と
は
い
え
、
あ
ま
り
に
も
無
遠
慮
す
ぎ
る
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ス
ミ
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
表
現
は
ヤ
ー
コ
プ
・
カ
ッ
ツ
の
結
婚
論
．
．
誠
8
≦
①
ζ
。
吋
、
、
の
反
映
で
あ
る
、
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
勃
ッ
ツ
の
説
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
女
は
教
会
や
国
家
に
対
し
て
果
す
べ
き
役
割
を
も
た
な
い
、
公
的
役
割
が
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
女
を
低
く
み
る
の
で
は
な
く
、
彼
女
ら
は
家
庭
（
私
的
）
に
お
い
て
力
と
責
任
を
有
す
る
。
家
庭
は
統
治
す
べ
き
王
国
と
同
様
で
あ
る
、
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
家
庭
に
国
家
と
い
う
新
し
い
次
元
を
与
え
、
そ
し
て
家
庭
の
王
国
に
お
い
て
は
夫
と
妻
は
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
妻
は
夫
の
仕
事
を
助
け
る
べ
き
で
あ
る
、
と
説
い
た
。
　
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
が
造
船
家
夫
妻
を
描
く
に
あ
た
っ
て
、
右
の
よ
う
な
結
婚
観
を
胸
中
に
抱
い
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
従
っ
て
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
行
動
的
な
妻
の
姿
と
し
て
表
わ
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
同
時
代
オ
ラ
ン
ダ
で
支
配
的
で
あ
っ
た
結
婚
の
理
念
を
ひ
と
つ
の
物
語
的
要
素
と
し
て
、
活
気
あ
る
夫
婦
の
肖
像
画
を
描
い
た
、
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
こ
れ
ま
で
に
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
一
六
三
三
年
の
二
点
の
二
人
肖
像
画
と
二
組
の
対
肖
像
画
を
み
て
き
た
。
い
ず
れ
も
発
想
の
源
は
、
イ
タ
リ
ア
や
オ
ラ
ン
ダ
伝
統
の
肖
像
画
に
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ど
こ
か
ら
出
発
し
た
に
せ
よ
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
が
究
極
的
に
到
達
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
像
主
に
似
せ
る
、
と
い
う
肖
像
画
の
絶
対
的
条
件
を
満
た
し
な
が
ら
、
そ
の
人
物
の
生
活
、
．
環
境
或
い
は
精
神
を
も
表
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
更
に
は
個
人
を
超
え
た
普
遍
的
人
間
感
情
の
表
現
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
表
現
の
た
め
に
、
彼
は
種
々
の
物
語
的
要
素
を
導
入
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
み
た
よ
う
に
必
ず
し
も
成
功
し
た
と
は
言
え
な
い
面
も
あ
る
。
　
ボ
ス
ト
ン
の
二
人
肖
像
画
で
は
、
子
供
の
教
育
と
い
う
寓
意
（
物
語
性
）
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
庭
的
、
親
密
な
雰
囲
気
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
が
、
夫
妻
の
儀
礼
的
、
公
的
な
表
情
・
姿
勢
の
故
に
失
敗
し
、
結
局
外
出
の
準
備
と
い
う
慣
習
的
な
設
定
に
留
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
二
組
の
対
肖
像
画
に
お
い
て
は
、
夫
が
観
者
に
妻
を
紹
介
す
る
、
と
い
う
設
定
で
二
人
を
描
き
、
活
気
あ
る
肖
像
画
と
な
っ
た
が
、
精
神
性
の
表
現
に
は
未
だ
至
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
『
造
船
家
夫
妻
』
に
お
い
て
、
　
「
手
紙
を
渡
す
」
と
い
う
行
為
1
そ
の
表
現
に
お
い
て
カ
ヅ
ツ
の
説
く
一
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
の
結
婚
の
理
念
と
つ
な
が
る
一
そ
れ
を
物
語
的
要
素
と
し
て
、
夫
婦
の
親
密
な
関
係
を
生
々
と
表
現
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
　
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
肖
像
画
に
お
け
る
物
語
性
と
い
う
点
で
、
そ
れ
が
最
も
有
効
か
つ
顕
著
に
表
出
さ
れ
た
も
の
は
、
彼
の
集
団
肖
像
画
（
σ
q
8
壱
壱
。
ヤ
嘗
巴
）
で
あ
る
。
一
六
四
二
年
の
『
夜
警
』
　
（
じ
u
さ
凸
O
）
は
そ
の
好
例
で
あ
る
が
、
内
容
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。
た
だ
、
こ
の
作
品
が
肖
像
画
で
あ
る
故
に
生
じ
た
問
題
（
難
点
）
は
、
全
て
の
像
主
が
一
様
に
平
等
に
似
せ
て
表
わ
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
物
語
性
が
、
肖
像
性
を
圧
倒
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
、
集
団
肖
像
画
に
お
け
る
こ
の
問
題
を
、
一
六
六
二
年
の
『
布
地
組
合
の
見
本
調
査
官
た
ち
』
　
（
b
d
戸
凸
α
）
に
お
い
て
見
事
に
解
決
し
た
。
　
さ
て
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
注
文
に
よ
る
肖
像
画
の
数
は
、
一
六
四
〇
年
代
か
ら
減
っ
て
く
る
。
そ
し
て
注
文
に
よ
る
肖
像
画
に
し
て
も
、
比
較
的
画
家
の
自
由
を
認
め
て
く
れ
る
パ
ト
ロ
ン
に
限
っ
て
描
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
自
由
な
想
像
力
を
か
き
立
て
て
く
れ
る
よ
う
な
モ
デ
ル
を
描
く
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
従
っ
て
、
純
粋
に
注
文
に
よ
る
肖
像
画
な
の
か
、
単
な
る
人
物
習
作
な
の
か
、
或
い
は
聖
書
上
の
人
物
を
意
図
し
た
も
の
か
単
な
る
老
人
の
習
作
な
の
か
、
区
別
を
つ
け
か
ね
る
人
物
画
が
多
く
な
る
。
．
つ
ま
り
主
題
の
境
界
が
曖
昧
な
作
品
が
目
立
っ
て
く
る
。
　
三
〇
年
代
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
肖
像
画
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
最
も
物
語
性
の
強
い
二
人
肖
像
画
や
対
肖
像
画
で
あ
っ
て
も
、
肖
像
画
か
物
語
画
か
区
別
の
つ
か
な
い
よ
う
な
暖
昧
さ
は
な
か
っ
た
。
明
ら
か
に
肖
像
画
で
あ
っ
て
、
物
語
的
要
素
は
あ
る
瞬
間
的
な
行
為
と
い
う
設
定
に
お
い
て
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
　
と
こ
ろ
で
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
晩
年
の
肖
像
画
作
品
の
ひ
と
つ
に
、
メ
ト
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
1
1
）
ポ
リ
タ
ソ
美
術
館
所
蔵
の
対
肖
像
画
『
拡
大
鏡
を
持
っ
た
男
の
像
』
　
（
¢
d
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
1
2
）
ω
ま
）
と
『
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
た
婦
人
の
像
』
（
ω
封
お
ご
μ
①
①
。
。
頃
）
が
あ
る
。
こ
の
カ
ッ
プ
ル
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
系
ユ
ダ
ヤ
人
ミ
グ
エ
ル
・
デ
・
バ
リ
オ
ス
と
妻
ア
ビ
グ
ェ
ル
・
デ
・
ピ
ー
ニ
ャ
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
断
定
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
二
人
の
顔
の
タ
イ
プ
や
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
衣
裳
か
ら
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
が
親
し
く
し
て
い
た
上
流
階
級
の
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
人
物
か
ら
こ
そ
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
想
像
力
を
刺
戟
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
対
肖
像
画
は
、
一
見
標
準
的
タ
イ
プ
を
示
す
も
の
の
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
夫
は
観
者
を
み
つ
め
右
手
で
妻
を
紹
介
す
る
、
と
い
う
通
常
の
タ
イ
プ
を
示
し
て
い
る
が
、
実
は
そ
の
右
手
は
拡
大
鏡
を
持
っ
て
い
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
身
振
り
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
手
も
陰
の
中
に
あ
っ
て
あ
ま
り
目
立
た
な
い
。
こ
ち
ら
に
向
け
た
眼
も
、
我
々
を
み
つ
め
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
瞑
想
に
ふ
け
っ
て
い
る
眼
で
あ
る
。
妻
は
、
美
を
見
る
で
も
な
く
、
我
々
を
見
る
で
も
な
い
。
殆
ん
ど
横
向
き
に
描
か
れ
て
い
る
。
顔
と
胸
に
光
が
当
た
り
、
周
り
の
豪
奢
な
装
身
具
と
ピ
ン
ク
の
花
が
わ
ず
か
に
目
立
つ
だ
け
で
、
あ
と
は
暗
部
に
沈
ん
で
い
る
。
画
家
が
現
実
の
中
に
見
出
し
た
聖
書
世
界
の
人
物
を
、
対
肖
像
画
の
形
式
を
借
り
て
表
現
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
と
り
た
て
て
際
立
っ
た
動
き
や
表
情
が
な
い
の
に
、
こ
の
よ
う
な
想
像
を
か
き
た
て
る
の
は
、
円
熟
し
た
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
深
い
色
彩
と
明
暗
に
よ
る
雰
囲
気
表
現
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
た
く
ま
ず
し
て
物
語
性
が
表
出
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
対
肖
像
画
に
先
立
っ
て
、
二
人
を
モ
デ
ル
に
し
た
も
う
一
点
の
作
品
が
あ
る
。
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
晩
年
の
傑
作
の
ひ
と
つ
『
ユ
ダ
ヤ
の
（
図
1
3
）
花
嫁
』
　
（
】
W
5
凸
①
二
①
9
頃
）
と
称
さ
れ
る
作
品
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
が
単
な
る
二
人
肖
像
画
か
、
聖
書
上
の
人
物
（
物
語
画
）
か
、
或
い
は
両
方
を
含
ん
で
い
る
も
の
な
の
か
、
種
々
論
議
が
あ
る
。
　
『
ユ
ダ
ヤ
の
花
嫁
』
と
い
う
名
称
は
、
一
八
三
三
年
に
こ
れ
を
所
有
し
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
収
集
家
ア
ド
リ
ア
ー
ン
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ホ
ー
プ
が
「
…
ユ
ダ
ヤ
人
の
花
嫁
で
あ
る
。
そ
の
父
親
が
彼
女
の
首
飾
り
を
つ
け
て
い
る
」
と
記
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現
在
こ
れ
を
所
有
す
る
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
の
カ
タ
ロ
グ
に
は
、
　
「
旧
約
聖
書
の
人
物
と
し
て
の
夫
妻
像
〈
ユ
ダ
ヤ
の
花
嫁
〉
と
し
て
知
ら
れ
る
」
と
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
物
語
画
と
み
る
説
の
中
で
、
こ
の
男
女
に
イ
サ
ク
と
リ
ベ
カ
（
創
世
記
第
二
六
章
）
を
あ
て
る
説
（
ヘ
ル
ゾ
ン
、
パ
ウ
ホ
）
が
有
力
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
個
人
蔵
）
に
あ
る
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
一
枚
の
素
描
（
し
u
①
器
。
・
o
げ
乞
。
・
㊤
Q
。
Q
。
）
は
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
ロ
の
絵
画
に
基
く
銅
版
画
『
イ
サ
ク
と
リ
ベ
カ
を
盗
視
す
る
ア
ビ
メ
レ
ク
』
を
下
敷
に
し
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
素
描
と
、
油
彩
の
『
ユ
ダ
ヤ
の
花
嫁
』
は
、
バ
ッ
ク
と
人
物
の
位
置
に
お
い
て
明
ら
か
な
関
係
が
認
め
ら
れ
る
（
た
だ
し
、
油
彩
で
は
素
描
右
上
の
ア
ビ
メ
レ
ク
王
の
姿
は
な
い
）
。
し
か
も
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
調
査
の
結
果
、
油
彩
の
立
像
の
二
人
は
、
初
め
は
素
描
の
如
く
座
像
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
少
く
と
も
こ
の
絵
が
最
初
か
ら
単
純
に
失
婦
の
二
人
像
と
し
て
意
図
さ
れ
た
も
の
で
は
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
肖
像
画
（
兼
重
）
四
，
一
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
第
三
四
号
な
い
こ
と
は
言
え
る
。
恐
ら
く
「
イ
サ
ク
と
リ
ベ
カ
」
の
物
語
を
描
こ
う
と
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
画
中
に
二
人
を
盗
視
す
る
ア
ビ
メ
レ
ク
が
入
っ
て
い
れ
ば
、
問
題
な
く
『
イ
サ
ク
と
リ
ベ
カ
』
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
そ
れ
を
敢
え
て
入
れ
な
か
っ
た
。
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
物
語
表
現
の
特
徴
は
、
特
定
物
語
の
図
解
的
表
現
を
徹
底
的
に
避
け
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
態
度
は
、
若
い
時
期
か
ら
維
持
し
て
い
る
特
色
で
あ
る
。
噺
回
限
り
の
物
語
図
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
こ
に
普
遍
的
な
意
味
を
も
た
せ
よ
う
と
す
る
。
現
実
の
夫
婦
を
モ
デ
ル
と
し
て
こ
れ
を
制
作
し
た
意
図
は
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
イ
サ
ク
と
リ
ベ
カ
の
物
語
（
宗
教
画
）
で
あ
る
と
同
時
に
、
　
「
愛
」
を
表
わ
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
夫
婦
の
肖
像
と
も
な
り
得
る
も
の
で
も
あ
る
。
個
別
性
と
普
遍
性
の
間
を
さ
ま
よ
う
感
じ
、
こ
れ
が
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
絵
画
の
本
質
で
あ
ろ
う
と
思
え
る
。
　
ベ
ネ
ッ
シ
ュ
は
『
ユ
ダ
ヤ
の
花
嫁
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
、
　
「
実
在
の
人
物
像
と
聖
書
上
の
人
物
像
を
統
一
融
合
す
る
と
い
う
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
の
最
も
完
全
な
解
決
を
見
出
し
た
」
と
。
　
こ
れ
ま
で
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
肖
像
画
の
中
に
お
け
る
物
語
的
要
素
を
種
々
検
討
し
て
き
た
。
そ
し
て
物
語
性
の
導
入
に
よ
っ
て
彼
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
活
気
あ
る
絵
画
的
効
果
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
、
例
え
ば
二
人
像
や
対
肖
像
画
に
あ
っ
て
は
、
結
婚
、
夫
婦
、
家
庭
と
い
っ
た
一
般
的
理
念
の
表
現
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
肖
像
画
（
個
別
性
）
に
物
語
的
要
素
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
定
の
理
念
（
普
遍
性
）
の
表
現
に
ま
で
高
め
る
。
逆
に
、
物
語
画
に
あ
っ
て
は
、
物
語
（
個
別
的
）
に
現
実
の
人
物
を
あ
て
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
物
語
に
人
間
的
感
情
、
情
念
と
い
っ
た
、
よ
り
普
遍
性
を
も
っ
た
現
実
的
表
現
を
志
向
す
る
。
こ
れ
が
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
絵
画
の
本
質
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
四
二
　
結
局
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
に
と
っ
て
、
肖
像
画
と
か
物
語
画
、
或
い
は
風
景
画
と
い
っ
た
画
種
の
区
分
は
本
質
的
に
は
大
し
た
問
題
で
な
か
っ
た
。
全
て
は
あ
ら
ゆ
る
感
情
、
情
念
を
も
っ
た
人
間
の
表
現
に
向
け
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
が
肖
像
画
を
多
く
描
い
た
の
も
、
そ
れ
が
最
も
直
接
的
な
人
間
表
現
と
な
り
得
た
か
ら
で
あ
る
。
　
　
付
記
　
本
稿
は
、
昭
和
五
十
九
年
七
月
に
九
州
芸
術
学
会
（
福
岡
市
美
術
館
）
お
い
て
ロ
頭
発
表
し
た
論
旨
を
基
礎
に
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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